
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇都宮市では，「人間力の高い，心豊かでたくましく生きる人」を目指して，家庭，地域，学

校，企業などが，世代の違いを超えて，心を一つに，横のつながりを深めながら，社会総ぐるみ

による人づくりを推進しています。 

社会総ぐるみによる人づくりをより一層推進するために， 

大人が子どもの手本として行動する拠り所として， 

「子どもの手本となる５０の言葉」を選定しました。 

●こんな言葉を選んでいます● 

 ・ 日本に古くから伝わることわざや故事成語など，先人の知恵がつまっており，行動に深み

を与えてくれる言葉から選んでいます。 

 ・ 宇都宮市の小中学校では，ことわざや故事成語を用いて，子ども向けに「心を育てる５０

の言葉」を選定し，活用しています。子どもと同じ目標を共有し，家庭等で子どもと大人が

話し合うきっかけとなるよう，子ども版に記載されている言葉を中心に，アンケートで多くの

市民の皆様に選んでいただきました。 

 ・ 宇都宮市の市民と行政が共有する人づくりの指針である「宮っこ未来ビジョン」で目指す行

動目標とつながっています。 

  例えば… 

・ 目標実現に向けて，確固たる意志をもちながら，自己の責任において，粘り強く自己

実現に取り組むこと 

・ 激変する社会で，常に学び続ける姿勢をもつとともに，必要な情報を活用しながら

創造的に問題解決すること   など 

●ぜひ，ご活用ください● 

 ・ 言葉が示す意味について考えてください。 

 ・ 座右の銘のように，言葉をそばに置き，子どもの手本としての行動を心がけてください。 

 ・ 家庭等で，子どもと大人が話し合うきっかけとして，ご活用ください。 
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お問い合せ先（うつのみや人づくり推進委員会事務局） 

うつのみや人づくり推進委員会事務局（宇都宮市教育委員会教育企画課内） 電話 028-632-2707 
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【大人の行動規範】            

『 子どもの手本となる５０の言葉 』 

 
 

～特に意識したい言葉～ 

このほか，記載のない言葉の中にも，子どもの手本として意識すべき言葉があります。５０の言葉を含め，自分の言葉を探してみてください。 

雨垂れ石をうがつ 千里の道も一歩から
（あまだれいしをうがつ） （せんりのみちもいっぽから）

過ちては即ち改むるに憚ること勿れ 惻隠の心は，仁の端なり
（あやまちてはすなわちあらたむるにはばかることなかれ） （そくいんのこころは，じんのたんなり）

案ずるより産むが易し 備えあれば憂いなし
（あんずるよりうむがやすし） （そなえあればうれいなし）

石の上にも三年 玉磨かざれば光なし
（いしのうえにもさんねん） （たまみがかざればひかりなし）

一隅を照らす ちりも積もれば山となる
（いちぐうをてらす） （ちりもつもればやまとなる）

一期一会 鉄は熱いうちに打て
（いちごいちえ） （てつはあついうちにうて）

一寸の虫にも五分の魂 努力する人は希望を語り怠ける人は不満を語る
（いっすんのむしにもごぶのたましい） （どりょくするひとはきぼうをかたりなまけるひとはふまんをかたる）

縁の下の力持ち 情けは人のためならず
（えんのしたのちからもち） （なさけはひとのためならず）

己の欲せざる所，人に施すこと勿れ 為せば成る　為さねば成らぬ何事も　成らぬは人の為さぬ
なりけり

（おのれのほっせざるところ，ひとにほどこすことなかれ） （なせばなる　なさねばならぬなにごとも　ならぬはひとのなさぬなりけり）

思い立つ日を吉日 七転び八起き
（おもいたつひをきちじつ） （ななころびやおき）

学問に王道なし 人寸陰を惜しまば，われ分陰を惜しまん
（がくもんにおうどうなし） （ひとすんいんをおしまば，われふんいんをおしまん）

艱難汝を玉にす 人のふり見てわがふり直せ
（かんなんなんじをたまにす） （ひとのふりみてわがふりなおせ）

聞くは一時の恥　聞かぬは一生の恥 百聞は一見にしかず
（きくはいっときのはじ　きかぬはいっしょうのはじ） （ひゃくぶんはいっけんにしかず）

義を見てせざるは勇無きなり 故きを温ねて新しきを知る
（ぎをみてせざるはゆうなきなり） （ふるきをたずねてあたらしきをしる）

勤勉は成功の母 実るほど頭を垂れる稲穂かな
（きんべんはせいこうのはは） （みのるほどこうべをたれるいなほかな）

君子の交わりは淡きこと水の如し 物も言いようで角が立つ
（くんしのまじわりはあわきことみずのごとし） （ものもいいようでかどがたつ）

継続は力なり やって見せ，言って聞かせて，させてみせ，褒めてやらね
ば人は動かじ

（けいぞくはちからなり） （やってみせ，いってきかせて，させてみせ，ほめてやらねばひとはうごかじ）

三人寄れば文殊の知恵 良薬は口に苦し
（さんにんよればもんじゅのちえ） （りょうやくはくちににがし）

若い時の苦労は買ってでもせよ
（わかいときのくろうはかってでもせよ）

親しき仲にも礼儀あり わが身をつねって人の痛さを知れ
（したしきなかにもれいぎあり） （わがみをつねってひとのいたさをしれ）

失敗は成功のもと 和顔愛語
（しっぱいはせいこうのもと） （わがんあいご）

正直は一生の宝 禍を転じて福となす
（しょうじきはいっしょうのたから） （わざわいをてんじてふくとなす）

少年老い易く学成り難し 笑う門には福来る
（しょうねんおいやすくがくなりがたし） （わらうかどにはふくきたる）

初心忘るべからず 我以外皆我師也
（しょしんわするべからず） （われいがいみなわがしなり）

人事を尽くして天命を待つ 和を以て貴しとなす
（じんじをつくしててんめいをまつ） （わをもってとうとしとなす）

しあわせはいつもじぶんのこころがきめる
（相田みつを）
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